
　

４
月
３
日
、
島
立
小
学
校
の
入

学
式
が
行
わ
れ
、
男
子
31
名
女
子

19
名
の
新
1
年
生
が
元
気
に
入
学

さ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
児
童
会

長
さ
ん
か
ら
次
の
よ
う
な
歓
迎
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。「
皆
さ

ん
が
入
学
し
て
来
る
の
を
僕
達
は

と
て
も
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
し

た
。（
中
略
）皆
さ
ん
は
今
日
か
ら

島
立
小
学
校
の
仲
間
で
す
。
こ
の

小
学
校
で
僕
達
と
一
緒
に
楽
し
く

素
敵
な
想
い
出
を
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。」

　

新
入
生
は
2
つ
の
ク
ラ
ス
に
分

か
れ
、
新
し
い
学
校
生
活
を
始
め

て
い
ま
す
。
島
立
小
学
校
で
は
学

業
と
同
じ
く
躾
の
指
導
に
も
熱
心

で
、
外
来
者
に
も
元
気
の
良
い
挨

拶
が
さ
れ
、
職
員
室
や
他
の
教
室

へ
の
出
入
り
に
は
必
ず
「
失
礼
し

ま
す
」の
言
葉
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

９
日
よ
り
新
1
年
生
も
学
校
給

食
を
取
り
始
め
ま
し
た
が
、
し
ば

ら
く
は
2
年
生
が
配
膳
の
お
手
伝

を
し
ま
す
。
1
年
生
が
2
年
生
に

向
か
っ
て
「
用
意
し
て
く
れ
て
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
言
っ

て
か
ら
給
食
を
食
べ
ま
す
。
新
入

生
に
と
っ
て
助
け
合
い
と
感
謝
の

気
持
ち
を
持
つ
勉
強
も
始
ま
り
ま

し
た
。

　

５
月
５
日
（
火
）、
町
区
の
神

明
社
に
て「
こ
ど
も
の
日
の
行
事
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
夜
に
雨
が

降
っ
た
た
め
お
天
気
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、当
日
は
晴
れ
上
が
り
、

行
事
を
行
う
に
は
絶
好
の
気
候
と

な
り
ま
し
た
。

　

境
内
で
は
鯉
の
ぼ
り
が
何
本
も

あ
げ
ら
れ
、
爽
や
か
な
風
に
吹
か

れ
て
力
強
く
泳
い
で
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
風
船
釣
り
や

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
綿
あ

め
・
ポ
ン
菓
子
・
焼
き
そ
ば
を
食

べ
た
り
、宝
探
し
を
し
た
り
し
て
、

行
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

4
月
19
日
、
大
庭
地
区
で
は
、

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
お
花
見

会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

天
気
が
崩
れ
て
小
雨
だ
っ
た
為
、

島
立
緑
地
公
園（
ち
び
っ
こ
広
場
）

か
ら
急
遽
場
所
を
大
庭
公
民
館
に

移
し
て
の
開
催
で
し
た
。 

   

公
民
館
の
庭
に
テ
ン
ト
を
張

り
、
中
に
コ
ン
ロ
を
置
い
て
、
炭

火
で
、
用
意
さ
れ
た
お
肉
や
焼
き

そ
ば
を
役
員
が
調
理
し
、
館
内
に

運
び
、
参
加
者
が
食
べ
た
い
物
を

持
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
食
べ
物
の

他
に
飲
み
物
も
多
く
準
備
さ
れ

て
、
約
70
名
の
参
加
者
が
思
い
思

い
に
楽
し
み
懇
親
を
深
め
ま
し

た
。 

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
松
本
の

和
太
鼓
チ
ー
ム
「
わ
を
ん
」
を
招

き
、
公
民
館
前
に
て
和
太
鼓
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

米
価
１
万
円
、
転
作
率
41
．

６
％
、
農
地
貸
借
率
37
．
８
％
と

な
る
状
況
下
で
、
今
年
も
田
植
え

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

４
月
７
日
、
館
報
編
集
委
員
会

は
、
本
紙
面
を
構
成
す
る
初
会
議

を
開
き
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

月
１
回
の
編
集
会
議
で
年
６
回
の

館
報
を
発
行
し
て
参
り
ま
す
。

町
区
こ
ど
も
の
日
の
行
事

町
区
こ
ど
も
の
日
の
行
事

大
庭
地
区
お
花
見

大
庭
地
区
お
花
見

新
学
期
を
迎
え
て

館
報
編
集
委
員
会
は
じ
ま
る

館
報
編
集
委
員
会
は
じ
ま
る

田
植
え
作
業
始
ま
る

田
植
え
作
業
始
ま
る
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平成 27年 5月1日現在

世帯数
男
女
総人口

2,814世帯
3,429人　
3,590人　
7,019人　



人
と
人
が
つ
な
が
る

地
域
づ
く
り
を

　

こ
の
度
、
27
年
度
島
立
町
会
連

合
会
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
。
安
心
・
安
全
、
人
と
人
と
が

つ
な
が
る
地
域
づ
く
り
に
向
け

て
、
又
、
島
立
地
区
発
展
の
た
め

微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。  

   

島
立
は
、
西
の
玄
関
口
と
し
て

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す

新
任
会
長

新
任
会
長

セ
ン
タ
ー
長

セ
ン
タ
ー
長

が
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
良
き
伝
統

文
化
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
進
む

社
会
の
変
化
、
超
少
子
高
齢
化
に

よ
り
65
歳
以
上
の
年
齢
比
率
が
高

く
な
る
な
ど
、課
題
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
は
、
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
新
た
な
活

動
も
始
ま
り
ま
し
た
。

   

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
住
民

の
皆
様
の
連
帯
を
さ
ら
に
深
め
、

伝
統
行
事
を
守
り
、
福
祉
・
防
災
・

防
犯
・
環
境
等
へ
の
取
組
み
を
全

住
民
参
加
の
島
立
地
区
を
目
標

に
、
挨
拶
・
声
か
け
等
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

挨
拶
挨
拶

内
公
民
館
の
行
事
等
に
お
い
て
も

悩
み
が
解
決
で
き
な
い
ま
ま
に
活

動
し
て
い
る
と
の
話
を
耳
に
す
る

事
が
あ
り
ま
す
が
、
館
長
会
で
も

議
論
を
深
め
、
或
い
は
他
館
で
の

取
り
組
み
を
参
考
に
す
る
等
、
ま

ず
は
町
内
公
民
館
長
の
結
び
つ
き

を
深
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
各

地
域
の
皆
さ
ん
の
つ
な
が
り
が
で

き
、
ご
高
齢
の
方
に
は
優
し
く
住

み
や
す
い
、
子
供
さ
ん
に
は
安
全

で
楽
し
い
街
に
な
っ
て
い
け
ば
、

昨
年
来
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る

「
地
域
づ
く
り
」
の
一
助
に
も
な

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

島
立
地
区
町
会
連
合
会
長

塩

原
　

秀

敏

島
立
地
区
町
内
公
民
館
長
会
長

伊

藤
　

悦

夫

島
立
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

中

村
　

高

俊

島立地区地域づくり

センター職員一同

平
成
平
成
2727
年
度　

島
立
の
役
員
（
敬
称
略
）

年
度　

島
立
の
役
員
（
敬
称
略
）

　
　【

町
会
長
】

（
◎
連
合
会
長　

○
副
会
長
）

〔
荒
井
〕◎
塩
原
秀
敏
〔
堀
米
〕　

浅
野　

毅

〔
大
庭
〕　

原　

利
幸　
〔
小
柴
〕○
向
山
芳
雄

〔
町
区
〕　

永
田
八
宏　
〔
永
田
〕　

田
中
一
吉

〔
中
村
〕　

田
中
宗
一　
〔
三
の
宮
〕　
古
見
澤
一
美

〔
北
栗
〕　

伊
藤
德
男　
〔
南
栗
〕　

濵　

春
男

【
町
内
公
民
館
長
】

（
◎
町
内
公
民
館
長
会
長　

○
副
会
長
）

〔
荒
井
〕　

座
間
清
和　
〔
堀
米
〕◎
伊
藤
悦
夫

〔
大
庭
〕○
藤
森
喜
久
代　〔
小
柴
〕　

北
野
紀
文

〔
町
区
〕　

小
林
幸
夫　
〔
永
田
〕　

荷
村
正
直

〔
中
村
〕　

塚
田
俊
一　
〔
三
の
宮
〕　
浅
野
荘
次

〔
北
栗
〕　

長
瀬
正
弘　
〔
南
栗
〕　

中
沼
博
史

【
島
立
公
民
館
各
種
委
員
】

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

◆
文
化
図
書
委
員

〔
荒
井
〕　

奥
村　

猛　
〔
堀
米
〕　◎
浅
野
正
行

〔
大
庭
〕　

藤
森
義
一　
〔
小
柴
〕　

西
村
富
夫

〔
町
区
〕　

永
田
宏
明　
〔
永
田
〕　

北
野
秀
行

〔
中
村
〕○
堀
江
文
子　

〔
三
の
宮
〕　
森
田
典
子

〔
北
栗
〕　

小
口
一
夫　
〔
南
栗
〕　

大
久
保
由
可
里

◆
館
報
編
集
委
員

〔
荒
井
〕　

西
村　

弘　
〔
堀
米
〕　

兵
藤　

修

〔
大
庭
〕 ◎
横
内
一
志　

   〔
小
柴
〕　

藤
田
昌
志

〔
町
区
〕　

永
田
淳
一　
〔
永
田
〕〇
荷
村
美
代
子

〔
中
村
〕　

百
瀬
恵
子     〔
三
の
宮
〕
萩
野
由
子

〔
北
栗
〕 〇
藤
森
喜
雄　
〔
南
栗
〕　

濵　

博

〔
全
市
版
〕 
　
藤
森
寿
美
子

◆
女
性
委
員

〔
荒
井
〕　

青
木
久
子　
〔
堀
米
〕
◎
中
村　

栄

〔
大
庭
〕　

上
條
ゆ
り
子　
〔
小
柴
〕　

北
野
昭
子

〔
町
区
〕　

小
林
桂
子　
〔
永
田
〕
〇
塚
本
代
巳

〔
中
村
〕
　
○
中
澤
睦
美
・
塚
田
淳
子　
　
　
　
　
　

〔
三
の
宮
〕　
宮
澤
敦
子

〔
北
栗
〕　

九
里
里
絵　
〔
南
栗
〕
○
柳
沢
記
代
子

【
各
種
団
体
長

（
順
不
同
）
】

〔
子
ど
も
会
育
成
会
長
〕　　
　
　
　

永
田
隆
二

〔
体
育
協
会
長
〕　　
　
　
　
　
　
　

小
澤
浩
明

〔
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
〕　　
　
　
　
　

安
藤
久
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
さ
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
澤
千
秋

〔
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
〕　　
　

種
山
武
男

〔
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
〕　　
　

二
木
秀
一
郎

〔
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長
〕　　
　

吉
澤
光
江

〔
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
長
〕　　

上
條
や
す
子

〔
衛
生
協
議
会
長
〕　　
　
　
　
　
　

小
澤
幸
次

〔
日
本
赤
十
字
奉
仕
団
島
立
分
団
長
〕                            　

        小
林
依
久
子

〔
松
本
市
消
防
団
第
１０
分
団
長
〕 　

中
澤
貴
典

〔
交
通
安
全
協
会
島
立
支
部
長
〕　　

丸
山
晴
久

〔
商
工
親
和
会
長
〕　　
　
　
　
　
　

手
塚
英
男

〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
長
〕　

藤
沢
益
男

〔
島
立
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
〕　　
　

古
厩
辰
也

〔
松
島
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
〕　　
　

永
井
康
太
郎

〔
高
綱
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
〕　　
　

上
條
史
生

〔
福
祉
ひ
ろ
ば
推
進
協
議
会
長
〕　　

上
野
三
千
弘

【
島
立
公
民
館
】

〔
館
長
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山
正
彦

〔
館
長
補
佐
〕　　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
高
俊

〔
主
事
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
日
向
悠

よろしくお願いします♪よろしくお願いします♪

地
域
が
つ
な
が
る
公
民
館
活
動
を

目
指
し
ま
す

　

こ
の
度
、
町
内
公
民
館
長
会
会

長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
堀
米
公

民
館
長
の
伊
藤
悦
夫
で
す
。

　

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
が
、
皆
様
か
ら
の
お
声
を
お

聞
き
し
、
諸
先
輩
方
の
お
知
恵
を

お
借
り
し
て
「
島
立
に
住
ん
で
良

か
っ
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
地
域
に

な
る
よ
う
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

価
値
観
の
多
様
化
に
伴
い
各
町

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長

あ
い
さ
つ

　

４
月
１
日
付
で
、
出
張
所
、
公

民
館
及
び
福
祉
ひ
ろ
ば
が
一
体
と

な
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
の

地
域
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
島

立
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長

と
し
て
、
農
業
委
員
会
事
務
局
か

ら
異
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
中
村

高
俊
と
申
し
ま
す
。

　

島
立
地
区
は
、「
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
（
心
の
深
さ
）
を
深
め

『
地
域
愛
』
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
へ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
地
域
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

私
も
町
会
や
住
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
様
々
な
課
題
に
意
欲
的

に
取
り
組
み
、
少
し
で
も
皆
さ
ん

の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
ま
す
よ

う
、
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
一
丸

と
な
っ
て
精
一
杯
お
手
伝
い
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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